
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前号に続いて、３年生へ贈られたエールの声を紹介します。今号では、３年生の保護者の方々から寄せ

られた応援メッセージを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詫間中学校学校通信    The Way of the Turtle ～着実・誠実・結実～ 

 

 

令和２年７月６日 

第 ５ 号 

○総体のために厳しい練習を仲間と一緒にがんばってきたのにその大会が中止なんて本当にショック

で悲しいと思います。でも一番大切なのはみんなの命です。「浦島伝説」の３年生の思いを読み、涙

が出ました。みんな前向きにポジティブに現実と向き合っていることに感動しました。引退まで残さ

れた部活動の時間、仲間と楽しみ、交流試合で悔いを残さずプレーできるよう頑張ってください。私

たち家族、学校の先生、地域の方々はみなさんを応援し続けます。 

○中学校に入ってから毎日一生懸命部活を頑張っていました。最後の集大成のときに本当に残念です

が、自粛期間中の３か月、ランニングや筋トレなど、今自分にできることを精一杯努力したことは、

これからの人生にきっと役立つと思います。これからいくらでもチャンスはあります。落ち込まず、

前を向いて頑張ろう！ 

○皆さんと同じぐらい悔しい気持ち、残念な気持ちは親も同じです。今まで一生懸命努力してきた姿を

見てきました。頑張ってきた姿を見てきました。だからこそ総体の中止は悔やまれます。しかし、人

生はまだまだこれからです。今のことを笑って思い出話にする日が来ると思います。親として、そん

な日が来ることを願っています。今までの努力はきっと自分にとってプラスになるはずです。これか

らも新しい目標を決めて、その目標に向かってどんどん進んでいってください。何事も前向きに。考

え方一つで良くなります。 

○今、悔しい思い、残念な思い、いろいろと個々に抱えていると思います。でも、こんな状況を乗り越

えることができる皆さんは、これから先に起こり得るどんなことにも全力で向かっていけると思いま

す。今まで一生懸命頑張ってきた努力と支えてくれた周りの人たちのためにもうひと踏ん張りしまし

ょう。きっとあなた達ならできると信じています。きっと一生忘れることのない思い出となることで

しょう。必要な経験だと思ってお互いを信じて頑張ってください。 

○総体が中止となり残念ですが、スポーツや芸術は長い人生において体が続く限り続けていけるものば

かりです。中学に入学してから３年間で学んだそれぞれの競技や技術の基礎を忘れずに、これからも

続けていけば、その時その時の目標などが見えてくると思います。高校や大学でのそれぞれの大会に

出場して活躍し、中学総体の分まで結果をつかみ取ってください。 

○３年生にとっての最大の目標が、本人達の力ではどうすることもできないものによって失われてしま

ったことは、とても残念なことだと思います。すぐには切り替えることもできず、モヤモヤとした気

持ちをどうすることもできず、持て余していることと思います。周りにいる私たちは見守ること、励

ますことしかできず、明確なアドバイスすらすることができません。本人達ほどではありませんが、

悔しい思いも多々あります。ありきたりで、何度も言われていることかもしれませんが、みんなが精

一杯部活に取り組んでいたことは無駄なことではないと思います。最後の大会に出られず、この３年

間は何だったのかと思っているかもしれませんが、決して無駄にはならないと思います。これからの

生活の中で、「あのときあんなことがあった」と笑って思い出話ができる日が来ることを心から願っ

ています。 

○部活動の集大成である総体がコロナの影響でなくなってしまったのは、とても残念なことですが、こ

れで全部終わったわけではありません。３年間がんばってきたことは自分の財産になり、これからの

人生に役立っていくと思います。最後まで悔いのないよう頑張ってください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○みなさんの「心の声」、本心だと思います。悲しみ、悔しさをエネルギーに変え、成長していくこと

が必ずできます。すばらしい３年生にこれからも期待しています。 

○部活動においては、日々の練習の成果を見せる場がなくなり、人生の中学生時代の部活動の集大成で

悔しい経験をしてしまいましたが、これから色々な事が起こったとき、「勇気・努力・仲間・家族」

の大切さなどが力となり、頑張っていけると信じています。 

○今、世界で今まで経験したことのない時間が過ぎています。高校野球、甲子園を小さいときから夢見

て頑張ってきた少年を思うと涙が流れます。その少年の親御さんを思うと胸が苦しくなります。テニ

スをしている時が一番輝いている我が子を思うと、悔しくて残念でまた涙が・・・。でも、こんな時

だからこそ、やってみよう！できるようになったよ！という事を見つけて取り組んでいく。きっと人

生逆風の中でも何かを見いだし進んでいくための力になるのではと思います。気持ちで負けるな！苦

しくても少しずつ前へ進め、何かが見えてくると思うから。 

○感染拡大を防止するためとはいえ、余りにも代償の大きい中止です。ただ皆さんの自粛によって周り

の人たち（日本のみならず世界の人たち）が救われていると思います。残された時間と向き合い、前

へ進んでいる皆さんの姿を目の当たりにして、頭が下がる思いです。皆さんの残りの学校生活が何よ

り有意義でありますよう心から祈っています。 

○「結果でなく過程が大事」と大人は言うけれど、みんなにはとてもつらくて悔しいと思う。それなの

に残りの時間を前向きに頑張っている姿に、こちらが励まされる気がします。だから、母はこれから

の人生が素晴らしいものになるようにただただ陰ながら応援しようと思います。 

○１日１日を大切に。「焦らない、諦めない、侮らない(＝軽く見ない)」・・・３つの「あ」を大切に、

一歩一歩着実に歩んでください。 

○だれもが経験したことのない困難な状況だけど、仲間を信じて、ただ前を見て進み続けていれば必ず

道は開けてくるはず。頑張れ！！ 

○地区総体で優勝することを目標に練習を頑張っていたね。大会が中止になってしまったことで、複雑

な気持ちではあると思うけど、この悔しさを糧にして、高校へ行っても全力で剣道の稽古に取り組ん

でください。 

○総体がなくなったと聞いて、とてもショックで残念でかわいそうだと思いました。「やる気がなくな

った」と言った気持ち、よく分かりました。それでも、部活ができるようになった時に、「やっぱり

楽しい！！」とうれしそうに言うのを聞いたとき、良かったと思いました。大きな大会は、今はでき

ないけど、この先必ず頑張ってきて良かったと思える時がきます。頑張って部活に取り組んでいるみ

んなを応援しています！！ 

○３年生の悔しい、悲しい、残念な気持ち、ぶつけようのない怒りが手に取るように伝わってきました。

誰もが予測できなかった状況だからこそ、この現実を受け止めるまでには大変な労力を費やしただろ

うと思います。この辛い経験を乗り越えた先にあるものに向けて全力を注いで欲しいです。そのため

のフォローを心がけたいと思います。 

○総体やコンクールが中止になってしまって、３年間の成果を出せる場がなくなったと悲しんでいると

思いますが、その悔しい、残念な気持ちは、今まで本気で練習を頑張ってきた証だと思います。本気

の頑張りは、絶対無駄にはなりません。引退まであと少し、思いっきり楽しんでください。 

○全校の中でも特に３年生は悔しい気持ちだと思う。世界中の人が苦しんだこの状況の中で、自分の身

を守り、家族のためにじっと耐えたこの数ヶ月をムダにしないよう、次につなげてほしい。 

○今回の各大会の中止はとても悔しくて悲しい思いをしていると思います。でも、皆さんの前向きな気

持ちや行動を知り、この３年間の成長を感じました。きっと友達同士で声を掛け合い、励まし合って

いる姿も想像できます。つらい時に自分の気持ちを分かってくれる友達、先生や家族がいることはと

ても幸せだと思います。その人たちのためにもこれから何が起こっても皆で乗り越えていってほしい

です。応援しています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○３年生の皆さん、目標としてきた総体やコンクール等が中止となってしまい、悲しい、悔しい、どこ

にぶつけることもできない怒り・・・色々な気持ちで過ごしていると思います。でも、この３年間、

一緒に練習して共に汗を流した友達は宝物です。一生懸命練習した時間も宝物です。結果も大事かも

しれませんが、何よりそれまでの過程が大切だと思います。また、今まで学校に行けて当たり前、友

達に会えて当たり前、部活や試合ができて当たり前と思って生活していましたが、今回のコロナウイ

ルスにより、当たり前の日常がいかに幸せな事であるかを改めて感じることができましたね。この事

を忘れず、残りの中学校生活を過ごしてください。皆さんが笑顔で卒業式をむかえることができるこ

とを願っています。 

○子供達の前向きな声を聞き、本当に皆いい子に育っているんだなと感じました。何十年に一度の学校

の休業、オンライン授業、行事の中止・・・色んな思いがありますが、子供の柔軟性（切り替えられ

る力）に驚いております。大人は頭が固いので、子供を見習って新しい生活様式に取り組んでいきま

す。大人も頑張るぞー！子供もがんばれ！ 

○体験入部でとても緊張したこと、初めての総体で熱中症になりかけたこと、先輩の立場になって気付

いたこと、部活での出来事を聞くのを毎日のように楽しみにしていました。総体という節目が無くな

りとても残念な思いもありますが、この２年半の間に経験したことは、必ずこれからの人生の糧にな

ると思います。悔いのないよう最後まで走り抜けてください。応援しています。 

 

保護者の皆様へ 

「交通遺児育英助成」について、公益財団法人東京海上日動教育振興基金より募集がありま

したので紹介します。本助成は、自動車による交通事故によって遺児となった義務教育の過程

にある生徒が対象です。なお本助成金(年額 48,000 円)は贈呈であり、返済の必要はありませ

ん。 

対象となる生徒の保護者の方でご希望があれば、８月４日までに、学級担任へお申し出くだ

さい。 

  


